
































































































































































































































































































































































































4. 4. 終わりに ～「学びをデザインする子ど
もたち」～
麟活動を充実させていくためには，対話的な関係
が育まれた学級風土の中で，他者の意見を「受容」的
に受け止め，自らの考えを「変容」させていくことの
繰り返しにより，課題意識が「醸成」されていかなけ
ればならないと考える。そのためには， 「子どもの思
い」と「教師の願い」がつむぎ合い，また， 「個への
支援」と「指導の工夫」，いわゆる「みとりと支援」
の充実が，欠かせないものと考える。
本校の研究テーマである，子どもたちが「学びをデ
ザインする」とは，学習者である子どもたちが， 自発
的自主的に学習に取り組むことであると考える。「よい
授業」とは，授業を通し，学習が得意な子も苦手な子
も，子どもたちが相互に協力し，自発的自主的に，問
題を解決していこうとする「自お厘営能力」や「自己
解決力」を身につけ，授業後には，子どもたち一人ひ
とりが，「今日の授業は楽しかったな」「“学ぶ”って楽
しいな」と思える「自己肯定感」をもつことのできる
授業である。子どもたちに「何をどのように教えなけ
ればならないのか」という，教師の指導技術の向上を
めざす「教える側の論理」を中心とした授業スタイル
ではなく，子どもたちにとっての「学ぶことの意義」
を考えた「学ぶ側の論理」を中心とした授業スタイル
の創造をめざしている。 「教師中心の一斉授業」スタ
イルから、 「子ども中心の学び合う授業」スタイルヘ
の転換である。本実践において，その原動力になった
のが，「読み語り (4A子どもLaLaLu隊）」と「ウ
ェーブリーディング」である。今後も，子どもたちが，
三位一体の対話（佐藤学1995)を通して，国語に対す
る関心を深め，興味をもって自発的自主的に学びを進
めていける学習活動を工夫していきたい。
図8 Lalaluのお母さん方に「読み語り」
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